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調達要求番号：  

陸 上 自 衛 隊 仕 様 書 
物品番号  仕 様 書 番 号 

スノースイーパ 

ＧＥ－Ｄ３８２５１６Ｇ 

防衛大臣承認 平成１０年 ８月１９日 

作    成 昭和５６年 ６月２３日 

変    更 令和 ３年 ３月２５日 

作成部隊等名 補給統制本部 施設部 

1 総則 

1.1 適用範囲 

 この仕様書は，陸上自衛隊において主として滑走路などの除雪作業に使用するスノースイーパ（以

下，“器材”という。）について規定する。 

1.2 用語及び定義 

 この仕様書で用いる用語及び定義は，ＪＡＴＭＡ ＹＥＡＲ ＢＯＯＫ及びＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００

００１による。 

1.3 種類 

 種類は，表1による。 

表1－種類 

番号 種類 除雪幅 

１ Ⅰ型 ２ ５００ ｍｍ以上 

２ Ⅱ型 ３ ７００ ｍｍ以上 

1.4 製品の呼び方 

 製品の呼び方は，仕様書の名称及び表1の種類による。 

   例 スノースイーパ Ⅰ型 

1.5 引用文書 

 この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部を成

すものであり，入札書又は見積書の提出時における最新版とする。 

a) 規格 

  ＪＩＳ Ｄ ５３０１      始動用鉛蓄電池 

  ＪＡＴＭＡ ＹＥＡＲ ＢＯＯＫ 日本自動車タイヤ協会規格 

b) 仕様書 

  ＤＳＰ Ｋ ２２０９      軽油 

  ＧＥ－Ｚ４２１０１８     粉末消火器 

  ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１ 陸上自衛隊装備品等一般共通仕様書 

c) 法令等 

  特定特殊自動車排出ガス規制等に関する法律（平成１７年５月２５日法律第５１号） 

  特定特殊自動車排出ガスの規制等に関して必要な事項を定める告示（平成１８年経済産業省，国

土交通省，環境省告示第１号） 

道路運送車両の保安基準（昭和２６年運輸省令第６７号） 

自衛隊の使用する自動車に関する訓令（昭和４５年防衛庁訓令第１号） 
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自衛隊の使用する自動車の番号，標識及び保安検査に関する達（陸上自衛隊達第９５－３号） 

 

2 製品に関する要求 

2.1 一般的要求事項 

 一般的要求事項は，次による。 

a) この器材の走行機関は，“特定特殊自動車排出ガス規制等に関する法律”に適合しなければなら

ない。 

b) この器材は，“道路運送車両の保安基準”（以下，“保安基準”という。）及び“自衛隊の使用

する自動車に関する訓令”（以下，“訓令”という。）に適合しなければならない。 

c) この器材は，全輪駆動トラックシャシ，前部のブラシ旋回角度可変式ブルーム装置，中央部のブ

ロワ装置，後部の作業用機関などから構成され，除雪作業時，高速回転のブラシで掃き飛ばし，

さらに，排風機で横方向に吹き飛ばして，アイスバーンを未然に防止し，滑走路の安全化が可能

な性能を有しなければならない。 

d) 除雪作業時（ブラシ部左右旋回時）の各車軸間の重量分配は，おおむね均等とする。また，各車

軸間の配分荷重差は，車両総質量の２５ ％以下とし，左右車輪間の配分荷重差は，大なる車輪配

分荷重の５ ％以下とする。 

e) 運転作業中に作業装置などが故障した場合は，じ後の走行などに支障のない構造とする。 

2.2 材料・部品 

 材料及び部品は，通常，日本産業規格品又は同等以上とし，かつ，製造者が規定する社内規格に合

格したものとする。 

2.3 製造方法・加工方法 

 製造方法及び加工方法は，製造者が規定する仕様による。 

2.4 構造 

 構造は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，表2及び表3並びに製造者が規定する仕様及

び規格による。 

2.4.1 ブルーム装置 

 ブルーム装置は，ブラシ本体に保護カバーを取り付けたものとし，油圧装置によって装置全体を左

右に旋回して除雪方向の切替えができ，かつ，上下に昇降できる構造とする。ブルーム部は，ブラシ

部に設けたギヤを介し，油圧モータにて駆動する構造とする。また，キャスタータイヤは，個々に独

立した直進安定装置のあるものとする。 

2.4.2 ブロワ装置 

ブロワ装置は，送風機本体とブローノズルで構成され，油圧装置によって掃雪方向に合わせて送風

方向の切替えを行い，風を路面に吹き付ける構造であり，ブローノズルは上下に昇降できる構造とす

る。また，ブロワダクトは，車両後輪の前方部も排風できる構造とし，車両幅内の着脱が容易な構造

とする。 

表2－構造（トラックシャシ） 

番号 項目 規定 

１ 機
関 

形式 ４サイクル・水冷・ディーゼル機関 

２ 定格出力 １９０ ｋＷ以上 

３ 最大トルク ７５０ Ｎ・ｍ以上 
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表2－構造（トラックシャシ）（続き） 

番号 項目 規定 

４ 機

関 

燃料 ＤＳＰ Ｋ ２２０９の２号又は３号 

５ 始動電動機 ２４ Ｖ－５ ｋＷ以上 

６ 充電発電機 ２４ Ｖ－９０ Ａ以上 

７ 蓄電池 ＪＩＳ Ｄ ５３０１の始動用鉛蓄電池で，種類は製造者

の標準仕様による。 

８ 燃料タンク ２００ Ｌ以上 

９ 自動車排出ガスの量 “特定特殊自動車排出ガスの規制等に関して必要な事項

を定める告示”に規定する許容限度以内とする。 

１０ 伝
達
装
置 

駆動方式 全輪駆動 

１１ 変速機 前進５段以上，後進１段 

１２ 車軸 前・後車軸 全浮動式 

１３ タイヤ（前・後輪） ＪＡＴＭＡ ＹＥＡＲ ＢＯＯＫに適合するスタッドレス

タイヤとするほか,製造者が規定する仕様による。 

１４ 制
動
装
置 

主ブレーキ 空気倍力装置付４輪制動，ＡＢＳ付 

油圧式ディスク形又は内部拡張式 

１５ 駐車ブレーキ 空気式４輪制動形スプリングブレーキ 

１６ 補助ブレーキ エキゾーストブレーキ 

１７ 運
転
室 

運転席 乗員２名分の座席を設け，乗り心地良好で前後移動調整

式一人用とする。 

１８ 消火器取付具・非常信号灯

取付具 

運転室の取扱い容易な場所に，表 5 に規定する消火器及

び非常信号灯の取付具各１個を設ける。 

１９ 運転室窓 前・後窓ガラスは，熱線入り合わせガラスとする。 

２０ ワイパ 前面 電動式，２連式又は３連式，ウォッシャ付き 

２１ 後面 電動式，単式又は２連式 

２２ 暖房設備 運転室内に温水式ヒータを備える。 

２３ ハンドランプ用コンセント ハンドランプ用コンセントを１個設ける。 

２４ 照明装置 “保安基準”及び“訓令”に示すほか作業灯，後退灯，

補助前照灯（黄色），黄色回転灯又は散光式回転灯（点

滅式）を図 1のとおり２個備える。 

２５ 工具箱 車両本体に工具箱を設け，附属工具及び予備品を収納

し，施錠可能とする。 

２６ けん引装置 ピン式又は固定ピン式 
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表3－構造（作業装置） 

番号 項目 規定 

１ 機
関 

形式 ４サイクル・水冷・ディーゼル機関 

２ 定格出力 ２１０ ｋＷ以上 

３ 最大トルク １ ０８０ Ｎ・ｍ以上 

４ 燃料 ＤＳＰ Ｋ ２２０９の２号又は３号 

５ 燃料タンク ３００ Ｌ以上 

６ ブ
ル
ー
ム
装
置 

型式 車体前部円筒形横置き型，油圧昇降式 

７ 旋回角度 ３５度以上 

８ ブラシ駆動方式 油圧式，中央駆動又は両端駆動 

９ ブラシ支持タイヤ キャスター式 

１０ ブ
ロ
ワ
装
置 

型式 インペラファン式又はターボファン式 

１１ 駆動方式 油圧式 

１２ 数量 １個又は２個 

１３ 送風方式 片側掃風式又は両側同時方向掃風式 

１４ 油
圧
装
置 

油圧ポンプ ブラシ・ブロワ用 ピストン式 

１５ シリンダ操作用 ピストン式又は歯車式 

１６ 駆動用モータ ブラシ・ブロワ用 ピストン式 

１７ 操作用油圧器シリンダ 複動式又は単段式 

１８ 作動油タンク容量 ２２０ Ｌ以上 

2.5 形状 

 形状は，図1を参考とするほか，細部は，承認図面による。 

 

注記 この図は，構造の一例を示すもので特定のモデルを示すものではない。 

    なお，図のとおり号機番号を示す場合は，調達要領指定書によって指定する。 

図1－スノースイーパ 

１ 

１
 

回転灯 
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2.6 寸法・質量 

 寸法及び質量は，製造者が規定する仕様及び規格による。 

2.7 性能 

 性能は，製造者が規定する仕様及び規格によるほか，表4による。 

表4－性能 

番号 項目 規定 

Ⅰ型 Ⅱ型 

１ 除雪作業量 標準速度ａ） ５７０ ｔ／ｈを標準とする。 ８４０ ｔ／ｈを標準とする。 

２ 最高速度ｂ） ２７０ ｔ／ｈを標準とする。 ４００ ｔ／ｈを標準とする。 

３ 除雪幅（最大除雪角度時） ２ ５００ ｍｍ以上 ３ ７００ ｍｍ以上 

４ 最高除雪速度 ４０ｋｍ／ｈ以上 

５ ブラシ 

 

長さ ２ ９７０ ｍｍ以上 ４ ５００ ｍｍ以上 

６ 直径 １ １００ ｍｍ以上 

７ 回転数 ４００ ｒｐｍ以上 

８ 送風機 風量 ５００ ㎥／ｍｉｎ以上 

９ 風速 １５０ ｍ／ｓｅｃ以上（ノズル位置） 

１０ 最小回転半径 ９ ３００ ｍｍ以下 

注記  除雪作業における雪密度は０．３ ｇ／ｃ㎥とする。 

注ａ） ２０ ｋｍ／ｈ，除雪高さ３８ ｍｍ 

注ｂ） ４０ ｋｍ／ｈ，除雪高さ９ ｍｍ 

2.8 外観・塗装 

2.8.1 外観 

 外観は，次による。 

a) 外観上の割れ，まくれその他の欠陥があってはならない。 

b) 給油脂部は，赤色表示をする。 

2.8.1 塗装 

 塗装は，製造者の規定する社内規格とし，黄色を標準とする。 

2.9 製品の表示 

 製品の表示は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の 2.3によるほか，次による。 

a) 器材本体には，１種銘板及び２種銘板を，また，必要箇所に３種銘板を取り付ける。 

   なお，銘板の品名について，特に指定する場合は，調達要領指定書による。 

b) 予備品箱には，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の物品管理区分標識図 2ｃ及び名称を表示するとと

もに，蓋の内面に４種銘板を取り付ける。 

c) 器材に，“自衛隊の使用する自動車の番号，標識及び保安検査に関する達”に基づく陸上自衛隊

標識を表示する。 

 

3 品質保証 

 監督及び検査は，契約担当官等（以下，“担当官”という。）が定める監督・検査実施要領による。 

 

4 出荷条件 
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 出荷条件は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，商慣習による。 

 

5 その他の表示 

5.1 附属品 

 附属品は，表5によるほか，製造者が規定する仕様及び社内規格による。 

表5－附属品 

番号 品名 数量 規定 

１ 附属工具 一式 製造者が規定する標準附属工具（グリースガンは，レバー式

手詰め・カートリッジ兼用とする。）とし，箱付きとする。 

２ 点検用ハンドランプ １ 製造者が規定する仕様及び社内規格による。 

３ 消火器 １ ＧＥ－Ｚ４２１０１８の粉末消火器 ＡＢＣ１．８ ｋｇ加圧

式 自動車用（銘板は不要） 

４ 非常信号灯 １ a) 保安基準第４３条の２に規定する非常信号用具とする。 

b) 乾電池式（単３アルカリ乾電池）懐中電灯兼用ミニチュ

アバルブ（２．５ Ｖ以上０．３ Ａ）肩掛けフック付き

とする。 

５ タイヤチェーン ａ） タイヤの規格に適合したものとする。 

６ エアーガイド 一式ｂ） ブローノズルに取り付けて使用できるものとする。 

７ 給油図板 １ ― 

８ 附属品明細書 １ ― 

注ａ） 数量は，調達要領指定書によって指定する。 

注ｂ） ブロワ装置が両側同時方向掃風式の場合，数量は，０とする。 

5.2 予備品 

予備品は，表6によるほか，製造者が規定する仕様及び社内規格による。 

表6－予備品 

番号 品名 数量 規定 

１ 電球 規定

欄に

示す

数量 

前照灯は２個，前照灯以外は，灯火装着数の１／２。ただ

し，装着数が１個の場合は１個（端数１未満は切捨て） 

２ ヒューズ 装着数の１／２．ただし，装着数が１個の場合は１個，上

限５個（端数１未満は切捨て） 

３ フィルタエレメント 一式 a) オイルフィルタ 

b) 作動油フィルタ 

c) 燃料フィルタ 

d) エアクリーナエレメント 

e) その他必要なフィルタエレメントなど 

ただし，製品に使用されていないものについては，不

要とする。 

４ 予備タイヤ １ スタッドレスタイヤ，ホイール付 

５ 予備ブラシ支持用タイヤ １組 ホイール付 

６ 予備品明細表 １ ― 
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表6－予備品（続き） 

番号 品名 数量 規定 

７ 予備品箱 １ a) 鋼板製とし，内部に適当な間仕切りを設け，施錠（錠

前を取り付ける。）可能とする。 

b) 番号１及び番号２を収納する。ただし，ヒューズボッ

クスを別に設けている場合は，ヒューズを除く。 

5.3 承認用図面 

 契約の相手方は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の箇条 6 に基づき，全体図，主要諸元，装置別明

細図，附属品，予備品及び銘板類についての承認用図面各３部（他に，承認願書のみ１部）を担当官

に提出し，承認を受ける。 

5.4 納入書類 

5.4.1 添付書類 

 契約の相手方は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，器材１台ごとに表7の書類を添付す

る。 

表7－添付書類 

番号 添付書類 数量 規定 

１ 取扱説明書 １ ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の箇条 7による。 

日本語版とし，合冊してもよい。 ２ 整備資料（第１種） １ 

３ 部品表（第１種） １ 

5.4.2 提出書類 

 契約の相手方は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，製品納入時，陸上自衛隊関東補給

処古河支処に表8の書類を提出する。 

表8－提出書類 

番号 提出書類 数量 規定 

１ 取扱説明書 ａ） ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の箇条 7による。 

日本語版とし，合冊してもよい。 ２ 整備資料（第１種） ａ） 

３ 部品表（第１種） ａ） 

４ 完成品写真 一式ｂ） 四方写し（前，後，左，右） 

５ 試験成績書 １ ― 

注ａ） 数量は，調達要領指定書によって指定する。 

注ｂ） 過去に納入実績があり，前回納入時と変更のない場合は，省略してもよい。 

5.5 仕様書に関する疑義 

 この仕様書に関する疑義については，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の 8.3による。 


